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うるおい すその 水の物語
世界「かんがい施設遺産」 深良用水を訪ねて

富士山の麓に暮らす人の物語Ⅱ
Frangipani （フランジパニ） 　河井 愛さん

おいしい水×エッセイ
おいしい水とカフェを楽しむ　中川智敏さん

おいしい水×カフェ
Mame Café ＆ Bar ／すくすく
Mercate メルカート／ 和 なごみ

工場見学へ行こう。
㈱ヤクルト本社富士裾野工場

88歳の挑戦！ どぶろくづくり
忠ちゃん牧場 　杉山忠作さん

「水のある風景」―不動湧水―

「頂 -てっぺん-」スペシャルインタビュー
　　　　　　　　　　　　髙村謙二裾野市長が聞く
ゲスト  美川憲一さん
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『すそのスタイル』第４号
○裾野市　2015　
本誌記事・写真の無断転載を禁じます。
掲載されている情報は、2015年7月15日現在のものです。
諸事情により掲載内容、価格などが変更になる場合があります。
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表紙

富士サファリパーク
「水中のゾウ」
日本初！ 7／11から公開
エサを求めて川を渡る
アジアゾウの生態を紹介。
ゾウがダイナミックに泳ぐ姿を
車の中から観察できる。

SUSONO
STYLE
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Vol.4　2015

【遊園地ぐりんぱ/天空のダリア祭り】
夏、秋には、富士山を背にした花畑に約20,000株のダリアはじめ、キバナ
コスモス、サンパチェンスの花が咲きみだれます。（期間７月18日～10月
12日）　※写真は、イメージです。
Tel 055-998-1111　裾野市須山字藤原2427
水定休（一部火曜日あり、夏休み・祝日は営業）　
http://www.grinpa.com

【富士サファリパーク/ナイトサファリ】
夜はじまる、もうひとつの富士サファリ。ライトアップされた幻想的な雰囲
気の中、マイカーやナイト動物バスに乗ってサファリゾーンの野生動物を
見学できる。
10月31日までの土日祝日 （7月18日～8月31日は毎日開催）
Tel 055-998-1311　裾野市須山字藤原2255-27　無休
http://www.fujisafari.co.jp

地図

遊園地ぐりんぱ「天空のダリア祭り」

富士サファリパーク「ナイトサファリ」
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箱
根
外
輪
山
に
ト
ン
ネ
ル
を
掘
り
進
め

る
工
事
を
始
め
、３
年
半
を
か
け
て
芦
ノ

湖
の
水
を
引
く
大
事
業
を
成
し
遂
げ
た
。

　
村
に
引
か
れ
た
水
は
、
黄
瀬
川
と
交

わ
り
、
堰
と
出
会
っ
て
い
く
つ
か
の
水

路
に
分
か
れ
、
あ
ぜ
道
沿
い
の
小
川
を

下
り
、田
ん
ぼ
を
一
枚
一
枚
う
る
お
す
。

春
は
水
面
に
富
士
山
を
映
し
、
夏
は

青
々
と
し
た
稲
を
育
て
る
。
生
活
の
中

を
流
れ
、
日
々
の
営
み
に
か
か
わ
り
な

が
ら
、
さ
ら
に
下
流
へ
と
旅
を
す
る
。

３
４
０
年
た
っ
た
今
で
も
絶
え
る
こ

と
は
な
く
、
２
０
０
５
年
、「
全
国
疏

水
百
選
」
に
選
ば
れ
、
２
０
１
４
年

に
は
、
世
界
「
か
ん
が
い
施
設
遺
産
」

に
登
録
さ
れ
た
。
地
元
の
子
ど
も
た

ち
は
、
こ
の
遺
産
の
歴
史
を
学
ぶ
こ
と

を
通
し
て
地
域
と
の
繋
が
り
を
深
め
て

い
る
。

　
４
月
、太
鼓
や
お
囃
子
に
合
わ
せ
て
、

時
代
衣
装
を
身
に
着
け
た
仮
装
行
列
が

深
良
地
域
を
練
り
歩
く
。
先
人
の
偉
業

を
讃
え
る
祭
り
は
、
水
に
感
謝
し
、
水

を
敬
い
、
水
が
つ
く
る
風
景
と
共
に
生

き
て
き
た
人
々
の
想
い
を
伝
え
て
ゆ

く
。
命
の
水
は
淡
々
と
暮
ら
し
の
中
を

流
れ
、
守
り
継
が
れ
て
い
る
。

　
芦
ノ
湖
の
澄
ん
だ
水
は
湖
底
か
ら
湧

き
出
て
、
水
門
を
く
ぐ
り
、
ト
ン
ネ
ル

を
旅
し
て
、
深
良
の
山
深
い
穴
口
か
ら

ゆ
っ
た
り
と
流
れ
出
る
。「
深
良
用
水
」

は
命
の
水
と
な
っ
て
、
人
々
の
暮
ら
し

を
う
る
お
し
て
ゆ
く
。
　

　
富
士
山
と
箱
根
山
に
囲
ま
れ
た
深
良

地
域
は
、
富
士
山
の
噴
火
で
で
き
た
玄

武
岩
溶
岩
流
に
覆
わ
れ
、
雨
水
な
ど
の

水
が
地
下
に
浸
透
し
や
す
い
土
地
の
た

め
、
干
ば
つ
に
苦
し
ん
で
い
た
。
新
田

開
発
が
奨
励
さ
れ
て
い
た
江
戸
時
代
初

期
、
深
良
村
名
主
・
大
庭
源
之
丞
は
、

江
戸
の
商
人
・
友
野
与
右
衛
門
ら
の
協

力
を
得
て
１
６
６
６
年
（
寛
永
６
年
）、

深良用水

一面に広がる深良の水田
（写真提供 露木義光さん）

深良中学校　演劇「いのちの用水」

水田に映える逆さ富士

深良用水まつり「仮装行列」
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富
士
山
の
麓
の
ま
ち
に
は
、

湧
き
出
る
伏
流
水
と
先
人
の

叡
智
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た

命
の
水
が
流
れ
て
い
ま
す
。

■うるおい　水の恵み

う
る
お
い

す
そ
の

水
の
物
語

深良用水「穴口」
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❶ ❷ ❸

❹ ❺ ❻

❼ ❽ ❾

～ 深良用水を歩いてみた ～

１．芦ノ湖　箱根火山の堰止湖。用水の水源で、湖水の水位調節を目的とした湖尻水門、芦ノ湖からの取水を目的とした深良水門がある。　

２．深良用水芦ノ湖取水門（四ッ留水門）　芦ノ湖西岸林道を入り、湖畔沿いに続く小路を木々の間から湖を眺めながら歩く。フェンス沿いの水路では水門から勢い
よく水が流れトンネルへと続く。水門横の石碑には箱根用水の概略が案内されている。

３．水門～湖尻峠　水門から石畳の山道を足元に注意しながら歩くとスカイラインの交差点に出る。

４．湖尻峠　この峠の真下を深良用水のトンネルが貫通している。

５．深良用水碑　湖尻峠から県道337号線の急カーブが続く道を下る。左手に用水開さく功労者の霊をまつった記念碑が建っている。　

６．深良側穴口　記念碑の裏手。芦ノ湖から長いトンネルを経て来た水がゆったりと流れ出ている。　

７．落合滝　深良用水から導かれた水で築かれた新川に沿って先に進み、御殿場線を越え、県道394号線を渡るとすぐ。深良川の水が黄瀬川に流れ込む合流点。

８．大庭源之丞の墓　杉木立に囲まれた墓地の中に一段高く作られた笠石のある古い墓碑　大庭家は深良村で代々名主をつとめていた旧家で、源之丞は深良用水を
発企し奔走した。　

９．深良用水展示室（裾野市民文化センター2階）　ジオラマやパネルが展示され、深良用水の開削の歴史や測量・堀削技術、当時の文献などわかりやすく紹介している。
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控
え
め
な
看
板
を
頼
り
に
ビ
ル
の
２
階
へ
。

入
口
か
ら
声
を
か
け
て
み
た
。
迎
え
て
く
れ

た
の
は
、
は
に
か
む
よ
う
な
笑
顔
が
印
象
的

な
「
フ
ラ
ン
ジ
パ
ニ
」
オ
ー
ナ
ー
の
河
井
愛

さ
ん
だ
。

　「
父
が
家
具
を
扱
う
仕
事
を
し
て
い
て
、
仕

入
れ
に
つ
い
て
行
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

自
分
の
好
き
な
も
の
を
発
信
し
て
お
客
様
に

喜
ん
で
も
ら
え
た
と
き
が
幸
せ
。
サ
ロ
ン
の

お
客
様
と
の
出
会
い
も
楽
し
み
で
す
ね
」

　
古
物
商
の
免
許
を
取
得
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
海
外
・
国
内
の
一
流
ブ
ラ
ン
ド
を
中
心

と
し
た
洋
服
・
バ
ッ
グ
・
靴
な
ど
の
販
売
を

始
め
、
５
年
前
に
実
店
舗
を
構
え
た
。
店
は

サ
ロ
ン
を
兼
ね
て
お
り
、
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー

や
洋
裁
、
珈
琲
抽
出
な
ど
の
講
座
が
開
か
れ

て
い
る
。
オ
ス
ス
メ
の
コ
ー
ヒ
ー
は
大
阪
の

「
自
家
焙
煎
工
房
み
さ
ご
珈
琲
」
に
魅
せ
ら
れ

特
注
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
レ
ン
ド
。

　
店
名
は
大
好
き
な
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
出

会
っ
た
花
「
フ
ラ
ン
ジ
パ
ニ
」（
プ
ル
メ
リ
ア
）

か
ら
で
、花
言
葉
は
「
気
品
、情
熱
、日
だ
ま
り
」

だ
。

　「
生
ま
れ
育
っ
た
裾
野
に
守
ら
れ
て
い
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。
将
来
は
地
域
の
中
で
役
立

つ
活
動
も
し
て
い
き
た
い
」
と
想
い
を
語
る

愛
さ
ん
。
フ
ラ
ン
ジ
パ
ニ
の
よ
う
な
人
だ
。

■■■■  富士山の麓に暮らす人の物語Ⅱ

河井　愛さん

01．「フランジパニブレンド」フローラルな香り
としっかりしたボディが特徴。コーヒーの試飲
もできる　02．アロマテラピー講座「かおりや」
開催中。講師は愛さんのお母様　03．店内に
は洗練されたデザイン・素材など高級感のあ
る商品からカジュアルな商品まで多数レイアウ
トされている

かわいあい　裾野市生まれ　「Frangipani」オーナー　家族：夫、娘

「好きなものに囲まれて…」

Frang ipan i フランジパニ

01

02

03

Frangipani
Tel 055-941-8084
裾野市佐野1440-2 今関ビル201
営 10:00～16:00　土日定休
www.frannie.jp
○
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■おいしい水 × エッセイ

お
い
し
い
水
と
カ
フ
ェ
を
楽
し
む

中
川
智
敏

　
大
学
に
進
学
し
て
か
ら
10
年
以

上
も
裾
野
市
を
離
れ
、
３
年
前
に

裾
野
市
に
帰
っ
て
き
た
。
久
し
振

り
に
市
内
で
暮
ら
し
て
感
じ
た
こ

と
は
、
水
が
お
い
し
い
と
い
う
こ

と
。
水
道
水
の
こ
と
を
知
り
た
く
、

裾
野
市
役
所
へ
聞
い
た
こ
と
が
あ

る
。
主
に
裾
野
市
の
水
道
水
は
、

富
士
山
に
降
っ
た
雨
が
地
中
に
浸

透
し
地
下
水
と
な
り
、
そ
の
地
下

水
を
水
源
と
し
て
い
る
そ
う
だ
。

だ
か
ら
、水
が
お
い
し
い
の
で
あ
る
。

　
水
が
お
い
し
い
と
、
飲
み
物
や

野
菜
も
お
い
し
く
な
る
。
家
族
も

言
っ
て
い
た
が
、
地
元
産
地
の
ト

マ
ト
や
レ
タ
ス
は
お
い
し
い
と
言

う
。
毎
日
、
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む
が
、

お
い
し
い
水
を
使
っ
た
コ
ー
ヒ
ー

は
お
い
し
い
。
コ
ー
ヒ
ー
の
99
％

は
水
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、

水
に
よ
っ
て
お
い
し
さ
が
変
わ
る

の
は
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
な
の
か

も
し
れ
な
い
。

　
お
い
し
い
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む
と

気
分
が
良
な
る
が
、
特
に
カ
フ
ェ

で
飲
む
コ
ー
ヒ
ー
は
特
別
感
が
あ

る
。
東
京
で
は
ヤ
フ
ー
ジ
ャ
パ
ン

に
在
籍
し
、「Yahoo!

検
索
」
や

「Yahoo!
知
恵
袋
」
と
い
う
サ
ー
ビ

ス
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
企
画

を
担
当
し
て
き
た
。
企
画
案
に
詰

ま
る
と
、
会
社
周
辺
の
六
本
木
や

麻
布
を
散
歩
し
、
お
気
に
入
り
の

カ
フ
ェ
に
入
る
。
そ
し
て
、
ノ
ー

ト
と
ペ
ン
を
出
し
て
コ
ー
ヒ
ー
を

飲
む
。
そ
の
カ
フ
ェ
は
会
社
か
ら

離
れ
て
い
る
た
め
、
同
僚
は
お
ら

ず
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
カ
フ
ェ
の

空
間
を
楽
し
み
、
じ
っ
く
り
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
時
、
お

い
し
い
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む
と
、
気

持
ち
が
静
ま
り
、
様
々
な
ア
イ
デ
ィ

ア
が
生
ま
れ
る
。
今
で
も
仕
事
に

詰
ま
る
と
、
カ
フ
ェ
に
行
き
お
い

し
い
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む
。
仕
事
を

す
る
う
え
で
、
カ
フ
ェ
に
行
く
こ

と
は
自
分
に
と
っ
て
大
切
な
こ
と

と
な
っ
て
い
る
。

　
カ
フ
ェ
の
コ
ー
ヒ
ー
は
店
そ
れ

ぞ
れ
に
特
徴
が
あ
り
プ
レ
ミ
ア
ム

感
が
あ
る
。
カ
フ
ェ
と
い
う
雰
囲

気
と
お
い
し
い
コ
ー
ヒ
ー
で
会
話

が
弾
ん
だ
り
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き

た
り
、
自
分
の
よ
う
に
考
え
ご
と

を
し
た
り
、
様
々
な
楽
し
み
方
が

で
き
る
。
ぜ
ひ
、
ち
ょ
っ
と
し
た

時
間
で
も
良
い
の
で
、
カ
フ
ェ
に

行
っ
て
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
空
間

と
コ
ー
ヒ
ー
を
楽
し
ん
で
み
て
は

い
か
が
。

なかがわともとし　1975 年裾野市生まれ
株式会社　三ツ輪交通自動車　常務取締役
「あなたの生活にプラスタクシー！」をテーマにブログで裾野の魅力を発信中。
blog.livedoor.jp/mitsuwa_kotsu/
株式会社　三ツ輪交通自動車／ミツワタクシー
Tel 055-992-2151　 裾野市御宿244-2
mitsuwa-kotsu.com
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シフォンケーキ＆ランチのお店
すくすく

シフォンケーキ＆ランチのお店　すくすく
Tel 055-993-5944
裾野市伊豆島田400-1
営 11:30～18:00
日・祝定休

Mame Café ＆ Bar
Tel 055-992-2222
裾野市伊豆島田192-3（まめきゅう内）
営 9:00～22:00（～23:00金．土）
　　　　　　　　　　　　閉店30分前lo
無休（バーのみ日定休）

○

○

■おいしい水 × カフェ

01．グリーンスムージーは、裾野市特産のモロヘイヤを使用。生活習慣病予防
に効果あり？！各450円 02．店内は先代の頃の面影を残しつつ新しいお洒
落な空間にリニューアル　03．店主妻　横山純さん。FacebookやLINE登
録するとお得な情報をゲットできる企画等を実施中　

　黒を基調としたお洒落な「Mame Café & 
Bar」を店内に開店したのは、創業50周年
を迎えた老舗豆菓子店「まめきゅう」の二代
目横山学さん夫妻。豆菓子はもちろん、ジェ
ラードやサラダ、揚げ物から注文を受けてか
ら作るまめコッペ（パン）まで豊富なメニュー
がそろっている。ドリンクも今人気のメイソン
ジャーに入った５種類の豆乳スムージーや、
コーヒー、アルコールと充実。“ちょっと休憩”
から“軽く一杯”まで気軽に楽しめるお店だ。

Mame Café ＆ Bar

01．オススメのデザート（シフォンケーキ）セット 580円 　02．店内の絵は、
娘さんの作品　03．店主　清水まゆみさん。子どもの頃から母のお店を手
伝っていたので料理が大好きだとか

　街並に溶け込んでいるカフェを切り盛りして
いる店主・清水まゆみさん。子育てが落ち着
いた７年前に開店した。しっとりふわふわで、
ほのかな甘さが絶妙なシフォンケーキは、毎
朝１３種類の中から２～３種を焼き上げられて
いて、テイクアウトもできる。家庭的で温かな
雰囲気の中、裾野の水を使って、サイフォン
で入れるコーヒーとともにゆるり流れる時間を
楽しんで。お手頃な日替わりランチも好評だ。

01

02 03

01

02 03
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ブルーベリーカフェ和なごみ
Tel 055-992-1029
裾野市深良130
営 13:00～19:00
日～水定休

気ままなレストランカフェ　Mercate
Tel 055-997-0757
裾野市御宿1043-6
営 11:00～15:00（lo14:30）　17:00～21:00（予約制　４名以上）
日定休

気ままなレストランカフェ
Mercate メルカート

ブルーベリーカフェ 和なごみ

○

○

■おいしい水 × カフェ

01．人気「ポットパイ」は、シーフードカレー、クリームシチュー、ビー
フシチューの３種類　02．夏は、オープンテラスでランチをするのも心地よ
い　03．店主　眞田路江さん。毎朝６時からパンや食材の仕込みを行って
いる

　パン屋さんが開いたパンカフェ。「おいしい
パンをお腹いっぱい食べてもらいたい」と話
す店主の眞田路枝さん。昼夜ともメインメ
ニューには８種類以上から選べる焼き立てパ
ンの食べ放題が付く。人気はアツアツサクサ
クのポットパイ。スプーンでパイに穴を開ける
と思わず心もほっこり。ソースはパンと相性
抜群。３歳以下の子どもはパンが無料なので
子育て中のママ達のファンも多い。夜は予約
制で肉や魚料理のコースも楽しめる。

01．一番人気「手づくりケーキセット」。ブルーベリーチーズケーキ、シフォ
ンケーキ、バニラアイスにドリンクが付く　02．木のぬくもりを感じる店
内。テーブルは欅の木を使っている　03．店主夫妻。店の看板は娘さんか
らの手づくりプレゼント

　ブルーベリーに魅せられ、2010年に大庭
良三さん髙子さん夫妻がオープンした、摘み
取り園と休憩所を兼ねたカフェ。隠れ家のよ
うな静けさの中、ほっとくつろげる店内には、
テーブルやカウンターに使用した天然木の温も
りがあふれている。展示販売している手作り
雑貨がさりげなく飾られ、木の香りに癒され
ながら、大粒の自家製ブルーベリーをふんだ
んに使ったスイーツや絞りたてジュースを楽し
むことができる。

01

02 03

01

02 03
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■水の恵み × 工場見学

ルト工場工場見学へ行こう。 富士山の見えるヤクルト工場

　ヤクルト工場の中でも国内最大規模
の生産拠点。富士山の伏流水と澄み切った空気に恵まれ、
抜群の自然環境の中で乳製品が作られている。
　ビデオ上映とガイドさんによる説明を受け、見学通路か
らは培養、調合、充填などのジョアの生産工程が見学で
きる。見学者には製品の試飲やプラリサイクル品などのお
みやげがもらえる。

富士裾野工場で生産されているヤクルト商品

緑豊かな木々の中で、四季を
感じながら工場見学を楽しん
でください。敷地内ではウグイ
スやシジュウカラなどの野鳥、
運がよければモリアオガエルに
出会えるかもしれませんよ！

映写設備を完備しビデオ
上映や工場の概要説明を
行う場所です。
小学校などの社会科見学
にもご利用できます。

川村 誠さん

Tel 055-997-3311　裾野市下和田字十三郎653-1
【工場見学受付】 月曜～金曜（祝祭日、年末年始除く）9:00～16:00
【ご案内日】 月曜～土曜（日曜、年末年始休）
【見学時間】 ①9:00　②10:00　③11:00　④13:00　⑤14:00　⑥15:00
　　　　　 計６回　所要時間約60分　※見学は、事前予約制。

富士裾野工場  総務課

㈱ヤクルト本社
富士裾野工場

㈱ヤクルト本社
富士裾野工場

㈱ヤクルト本社
富士裾野工場

㈱ヤクルト本社
富士裾野工場

PR ホール

ここだけ！！記念スタンプ
お子さまに大好評！と思っ
ていたら、大人の方にも
好評です！！

ロビー

徹底的に衛生管理された
工場の中で、ヤクルト製
品の内容液がつくられて
います。

見学通路①

充填（じゅうてん）とは、
容器に内容液を詰める工
程です。

見学通路②

工場周辺は緑がいっぱ
い。緑を楽しみながら、
第一工場棟まで５分程歩
いていきます。

遊歩道 巨大ヤクルトと記念写真はいかが
ですか？！
富士裾野工場では、ジョアの容器の
ヒミツやストローのさし方などもお話
しています。今年はヤクルト創業
80周年。期間限定のディズニー
パッケージのジョアも注目
してください。

稲葉　香織さん
富士裾野工場  総務課

見
学
施
設

はっ酵乳
ジョア

乳製品
乳酸菌飲料
プレティオ

はっ酵乳
ソフール

はっ酵乳
ジョア
食べる
タイプ
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須
山
で
観
光
牧
場
「
忠
ち
ゃ
ん
牧
場
」
を
経
営

す
る
杉
山
忠
作
さ
ん（
88
）は
、「
富
士
山
す
そ
の
湧

水
　
ど
ぶ
ろ
く
・
リ
キ
ュ
ー
ル
特
区
」
に
基
づ
く

酒
造
免
許
を
取
得
し
、
裾
野
産
の
「
ど
ぶ
ろ
く
」

づ
く
り
に
挑
戦
し
て
い
る
。

　「
ど
ぶ
ろ
く
・
リ
キ
ュ
ー
ル
特
区
」は
、農
業
者（
特

定
農
業
者
）
に
よ
る
「
ど
ぶ
ろ
く
」
な
ど
の
製
造
と

農
業
者
が
営
む
店
舗
な
ど
で
の
販
売
を
一
定
の
地

域
に
限
っ
て
認
め
る
と
い
う
も
の
。
酒
税
法
の
年
間

最
低
製
造
数
量
基
準
（
６
㌔
㍑
以
上
）
は
適
応
さ

れ
ず
、
酒
造
免
許
を
取
得
す
れ
ば
地
域
の
良
さ
を

活
か
し
た
自
前
の「
ど
ぶ
ろ
く
」づ
く
り
が
行
え
る
。

　
杉
山
さ
ん
は
、
農
業
新
聞
で
特
区
が
で
き
た
こ

と
に
よ
り
東
北
地
方
の
市
町
村
の
農
業
者
や
民

宿
・
レ
ス
ト
ラ
ン
の
経
営
者
ら
が
自
分
で
作
っ
た

米
を
使
っ
て
「
ど
ぶ
ろ
く
」
づ
く
り
を
始
め
て
い

る
こ
と
を
知
っ
た
。
杉
山
さ
ん
の
母
方
の
祖
父
が

か
つ
て
須
山
の
田
向
で
造
り
酒
屋
を
営
ん
で
い
た

こ
と
か
ら
、
杉
山
さ
ん
は
何
か
縁
の
よ
う
な
も
の

を
感
じ
、「
牧
場
を
訪
れ
る
お
客
さ
ん
に
ど
ぶ
ろ

く
を
提
供
し
た
い
」
と
裾
野
産
の
「
ど
ぶ
ろ
く
」

づ
く
り
に
挑
戦
す
る
決
意
を
固
め
、
さ
っ
そ
く
行

動
を
開
始
し
た
。

　
特
区
と
し
て
認
め
ら
れ
る
に
は
内
閣
府
へ
の
申

請
が
必
要
で
、
杉
山
さ
ん
は
自
身
も
所
属
す
る
裾

野
市
中
核
農
業
者
協
議
会
の
同
意
を
得
て
市
に
働

き
か
け
、
市
は
平
成
21
年
夏
に
「
構
造
改
革
特
別

区
域
計
画
」
を
内
閣
府
に
申
請
。
翌
22
年
３
月
に

裾
野
市
は
県
内
の
自
治
体
で
初
の
「
ど
ぶ
ろ
く
・

リ
キ
ュ
ー
ル
特
区
」
の
認
可
を
受
け
た
。

　
杉
山
さ
ん
は
、
特
区
の
認
可
と
同
時
に
酒
造
免

許
の
取
得
に
向
け
て
取
り
組
み
を
開
始
し
た
。
ゼ

ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
次
か
ら
次
へ
と
思
い
が
け

な
い
難
関
が
立
ち
ふ
さ
が
り
、
沼
津
税
務
署
や
名

古
屋
国
税
局
、
県
沼
津
工
業
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー
、

御
殿
場
の
金
明
酒
造
な
ど
に
幾
度
と
な
く
足
を
運

ん
で
一
つ
ひ
と
つ
難
題
を
ク
リ
ア
し
、
４
年
の
歳

月
を
か
け
て
昨
年
５
月
に
念
願
の
酒
造
免
許
を
所

得
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
こ
れ
か
ら
が
本
番
と
杉
山
さ
ん
は
昨
年
10
月
、

意
気
揚
々
に
最
初
の
仕
込
み
に
取
り
組
ん
だ
。
応

援
し
て
く
れ
る
親
戚
が
作
っ
た
御
殿
場
コ
シ
ヒ
カ

リ
12
㌔
を
蒸
し
、
米
麹
と
酵
母
、
牧
場
の
一
角
に

あ
る
深
井
戸
か
ら
汲
み
上
げ
た
水
な
ど
を
使
っ
て

36
㌔
タ
ン
ク
に
仕
込
み
、
２
週
間
ほ
ど
発
酵
さ
せ
て

自
前
の
「
ど
ぶ
ろ
く
」
を
完
成
さ
せ
た
。

　
県
沼
津
工
業
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー
の
分
析
に
よ

る
と
、
杉
山
さ
ん
の
初
仕
込
み
「
ど
ぶ
ろ
く
」
は

ア
ル
コ
ー
ル
度
数
が
14
・
８
％
で
、
そ
の
後
の
名

古
屋
国
税
局
の
品
質
検
査
で
は
５
段
階
の
上
か
ら

２
番
目
の
「
良
」
と
い
う
評
価
だ
っ
た
。

　「
ど
ぶ
ろ
く
」
の
醸
造
は
、
今
年
に
入
っ
て
36
㍑

タ
ン
ク
を
２
つ
に
増
や
し
て
こ
れ
ま
で
に
計
６
回

仕
込
み
、
瓶
詰
め
に
し
て
牧
場
に
併
設
の
ジ
ン
ギ

ス
カ
ン
ハ
ウ
ス
で
提
供
を
開
始
し
た
。「
ど
ぶ
ろ
く
」

は
一
般
的
に
は
呑
む
機
会
が
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、

珍
し
さ
も
あ
っ
て
少
し
ず
つ
注
文
が
増
え
て
い
る
。

昔
呑
ん
だ
こ
と
が
あ
る
と
い
う
男
性
客
は
「
懐
か

し
か
っ
た
。
ま
た
呑
み
に
く
る
よ
」
と
満
足
そ
う

だ
っ
た
。
若
い
人
や
女
性
に
は
新
し
い
呑
み
口
の

お
酒
と
い
う
感
覚
の
よ
う
で
、
評
判
も
ま
ず
ま
ず

の
よ
う
だ
。

　
手
応
え
を
感
じ
た
杉
山
さ
ん
は
、「
ど
ぶ
ろ
く
」

の
商
品
名
を
『
忠
ち
ゃ
ん
』
に
決
め
、
現
在
は
瓶

に
貼
る
レ
ッ
テ
ル
を
製
作
中
。
今
後
は
お
土
産
用

と
し
て
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
ハ
ウ
ス
で
の
直
売
や
通
販

な
ど
も
検
討
し
て
お
り
、
将
来
的
に
は
ア
ル
コ
ー

ル
度
数
の
低
い
女
性
用
の
も
の
な
ど
に
も
挑
戦
し

て
み
た
い
と
い
う
。

　
杉
山
さ
ん
は
「
ま
だ
始
め
た
ば
か
り
で
、
こ
れ

か
ら
も
勉
強
を
し
な
が
ら
安
定
し
て
質
の
良
い
ど

ぶ
ろ
く
を
作
っ
て
行
き
た
い
」
と
張
り
切
っ
て
い

る
。
88
歳
の
挑
戦
！
一
度
ご
賞
味
あ
れ
。

■おいしい水 × 元気印 ■おいしい水 × 元気印

「忠ちゃん牧場」は、標高約 800 ㍍の富
士山麓にある広さ約６万平方㍍の観光牧
場。雄大な富士山をバックにのんびりと
牛や羊が群れる牧歌的な風景が広がって
います。牧場併設のジンギスカンハウス
では、名物のジンギスカン焼や牛乳、ソ
フトクリームも販売しています。どぶろく
『忠ちゃん』は１本（４合瓶）1,250 円（税
込）です。

忠ちゃん牧場
Tel 055-998-1129
裾野市須山2255-3108　
火定休（祝、祭日は翌日）

杉山忠作さん

厨房を改修して作った醸造室

どぶろく『忠ちゃん』と杉山忠作さん

88 歳の挑戦！
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■水 × スポット

富
士
山
や
愛
鷹
山
、
箱
根
連
山
に
囲
ま
れ
た
裾
野
市
内
に
は
幾

つ
も
の
湧
水
が
あ
り
、
古
く
か
ら
地
域
の
人
た
ち
が
そ
の
恩
恵

を
受
け
て
き
た
。
今
日
で
は
上
水
道
の
普
及
で
そ
の
存
在
す
ら

忘
れ
ら
れ
て
い
る
所
も
あ
る
が
、
未
だ
に
愛
さ
れ
大
切
に
守
ら

れ
て
い
る
湧
水
も
あ
る
。富
沢
の「
不
動
湧
水
」も
そ
の
一
つ
だ
。

「水のある風景」
豊富な水量を誇る富沢の「不動湧水」と
川面を飾る可憐なバイカモの花

　
富
沢
地
先
の
イ
ト
ー
製
作
部
作
業

所
の
北
側
に
あ
る
駐
車
場
か
ら
小
川

沿
い
の
小
径
に
入
る
と
、
そ
の
先
に

不
動
尊
の
鳥
居
が
立
っ
て
い
る
。
さ

ら
に
参
道
を
進
む
と
、
左
手
の
木
々

が
生
い
茂
る
薄
暗
い
斜
面
の
大
き
な

岩
の
下
か
ら
滾
々
と
清
水
が
湧
き
出

し
て
い
る
。
こ
こ
が
愛
鷹
山
麓
の
代

表
的
な
名
水
「
不
動
湧
水
」。
昔
か

ら
一
度
も
涸
れ
た
こ
と
が
な
い
と
い

わ
れ
て
い
る
。

　
湧
き
出
た
清
ら
か
な
水
は
、
小
さ

な
滝
を
な
し
て
勢
い
よ
く
流
れ
落
ち

て
小
川
と
な
り
、
辺
り
は
優
し
い
せ

せ
ら
ぎ
の
音
に
包
ま
れ
て
い
る
。
水

温
は
年
間
を
通
じ
て
13
〜
14
度
ほ
ど
。

清
流
に
触
れ
る
と
、
一
瞬
の
う
ち
に

蒸
し
暑
さ
を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
る
ほ

ど
冷
た
く
心
地
よ
い
。
愛
鷹
山
の
裾

野
市
域
の
湧
水
で
は
お
そ
ら
く
水
量

が
一
番
豊
富
で
あ
ろ
う
。
湧
き
出
る

様
は
水
量
豊
か
な
水
路
の
出
水
口
の

よ
う
に
見
え
る
ほ
ど
勢
い
が
あ
る
。

　
湧
水
脇
の
舗
装
さ
れ
た
細
い
坂
道

を
登
っ
て
い
く
と
、
社
が
建
っ
て
い

る
。
こ
こ
が
湧
水
の
名
前
の
由
来
と

言
わ
れ
る
富
沢
不
動
尊
。
こ
の
不
動

尊
は
古
く
か
ら
地
元
の
人
た
ち
に

　寝
小
便
の
神
さ
ん
〞
と
し
て
親
し

ま
れ
て
い
る
。
子
供
の
寝
小
便
に
悩

ん
で
い
る
人
が
早
く
治
る
よ
う
に
と

願
か
け
に
来
て
、
叶
っ
た
時
は
藁
で

編
ん
だ
四
角
い
薦
（
こ
も
）
を
お
堂

に
納
め
る
と
い
う
。

　「
不
動
湧
水
」
か
ら
湧
き
出
て
不

動
尊
の
参
道
と
休
耕
田
の
間
を
流
れ

る
小
川
に
は
、
初
夏
に
な
る
と
バ
イ

カ
モ
の
可
憐
な
白
い
花
が
水
面
を
飾

り
、
訪
れ
た
人
た
ち
の
目
を
楽
し
ま

せ
て
い
る
。

　
バ
イ
カ
モ
は
キ
ン

ポ
ウ
ゲ
科
の
多
年
草

で
、
茎
は
枝
分
か
れ

し
て
長
さ
１
〜
２
㍍

ほ
ど
に
も
な
る
。
葉
は
先
が
裂
け
て

糸
状
に
な
っ
て
お
り
、
葉
脈
か
ら
水

面
に
伸
び
た
花
柄
の
先
に
直
径
１
㌢

ほ
ど
の
花
を
つ
け
る
。
花
弁
は
５
枚

あ
り
、
全
体
が
白
く
基
部
が
黄
色
。

そ
の
形
状
が
梅
の
花
に
似
て
い
る
こ

と
が
名
前
の
由
来
と
い
う
。

　
小
川
に
自
生
す
る
バ
イ
カ
モ
は
、

上
流
部
に
繁
殖
し
て
い
る
ク
レ
ソ
ン

に
追
い
や
ら
れ
た
の
か
、
そ
の
下
流

域
の
水
深
の
浅
い
流
れ
に
茎
葉
を
伸

ば
し
て
い
る
。
開
花
は
５
月
末
頃
か

ら
始
ま
る
。
緩
や
か
な
流
れ
に
広

が
っ
た
濃
い
緑
色
の
茎
葉
の
そ
こ
か

し
こ
か
ら
小
さ
な
白
い
花
が
顔
を
出

し
、
そ
の
光
景
は
ま
る
で
水
面
に
梅

の
花
を
ち
り
ば
め
た
よ
う
だ
。

　
か
つ
て
北
駿
一
帯
の
湧
水
地
付
近

の
小
川
に
は
バ
イ
カ
モ
が
当
た
り
前

の
よ
う
に
見
ら
れ
た
が
、
開
発
等
に

よ
る
環
境
の
変
化
に
よ
っ
て
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
姿
を
消
し
、
現
在
市
内
で

確
認
さ
れ
て
い
る
の
は
こ
の
湧
水
地

の
み
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
数
年
前

に
ク
レ
ソ
ン
の
繁
殖
な
ど
が
影
響

し
、
自
生
す
る
エ
リ
ア
が
一
気
に
縮

小
し
て
し
ま
っ
た
が
、
豊
富
な
湧
水

が
守
っ
て
く
れ
た
の
か
２
年
ほ
ど
前

か
ら
復
活
の
兆
し
を
見
せ
て
い
る
。

滾々と湧き出て勢いよく流れ落ちる「不動湧水」

不動尊への参道と脇を流れる小川バイカモが自生する小川の下流部

梅の花をちりばめたような水面

水面から顔を出したバイカモの花

参道の途中で見かけたカニ

〝

注意！〝〟
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■スペシャルインタビュー

―

裾
野
を
沢
山
お
誉
め
い
た
だ
い
て

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
回
の

『
す
そ
の
ス
タ
イ
ル
』
の
テ
ー
マ
は

「
う
る
お
い
、水
の
恵
み
」で
す
。美
川

さ
ん
に
と
っ
て
の
「
う
る
お
い
」
や

「
水
」
に
ち
な
ん
だ
お
話
を
伺
え
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。
早
速
で
す
が
、

ま
ず
は
単
純
な
質
問
か
ら
。「
美
川
」

の
「
川
」、「
水
」
に
ち
な
ん
で
い
ま

す
が
、
芸
名
の
由
来
は
。

　
私
の
デ
ビ
ュ
ー
当
時
の
所
属
プ
ロ

ダ
ク
シ
ョ
ン
の
担
当
者
が
岐
阜
県
出

身
の
方
で
し
た
。
岐
阜
に
流
れ
て
い

る
、
木
曽
川
・
揖
斐
川
・
長
良
川
の

３
つ
の
美
し
い
川
に
ち
な
ん
で
い
ま

す
。
川
の
よ
う
に
息
が
長
く
、
美
し

い
水
辺
の
風
景
が
い
つ
ま
で
も
続
く

よ
う
に
、
そ
ん
な
歌
手
で
あ
っ
て
ほ

ぐ
ん
で
私
の
歌
を
誉
め
て
く
だ
さ
っ

た
こ
と
が
大
切
な
思
い
出
で
す
。
嬉

し
か
っ
た
で
す
。

―

美
川
さ
ん
の
「
み
ず
み
ず
し
さ
」、

「
う
る
お
い
」
の
秘
訣
は
。

　「
う
る
お
い
」
は
、
自
分
自
身
の
気

持
ち
の
持
ち
方
し
だ
い
、
心
の
有
り

様
だ
と
思
い
ま
す
。
私
は
３
６
５
日
、

家
に
居
て
じ
っ
と
し
て
い
る
っ
て
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
仕
事
を
し
て
い

る
か
、
仕
事
が
な
け
れ
ば
映
画
や
お

芝
居
を
観
に
行
っ
た
り
、フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
を
楽
し
み
な
が
ら
外
に
散
歩
に
出

掛
け
た
り
し
て
い
ま
す
。
周
り
の
人

た
ち
に
「
美
川
さ
ん
、
そ
ん
な
に
忙

し
く
し
て
い
て
、
何
で
疲
れ
な
い
の

で
す
か
」
と
尋
ね
ら
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
私
は
「
美
川
だ
か
ら
よ
！
」

が
な
い
ん
で
す
。
地
方
公
演
の
仕
事

に
出
掛
け
る
と
き
も
、
専
用
の
飲
み

水
を
持
っ
て
い
き
ま
す
。
年
に
数
回
、

大
切
な
時
期
に
な
る
と
３
日
間
の
断

食
を
す
る
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
。
身

体
か
ら
毒
素
を
抜
く
訳
で
す
が
、
水

は
し
っ
か
り
と
飲
ん
で
い
い
ん
で
す

よ
。
そ
う
そ
う
、
小
学
校
の
頃
だ
っ

た
か
、
釣
り
に
行
っ
て
川
で
溺
れ
そ

う
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

だ
か
ら
子
ど
も
の
頃
は
「
水
」
が
怖

か
っ
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
ね
。

―

数
々
の
ヒ
ッ
ト
曲
と
オ
リ
ジ
ナ
ル

ソ
ン
グ
を
お
持
ち
で
す
が
、
水
に
ち

な
ん
だ
曲
や
そ
の
思
い
出
は
あ
り
ま

す
か
。

　
水
に
ち
な
ん
だ
曲
は
、
も
う
沢
山

あ
り
ま
す
よ
。「
信
濃
川
慕
情
」、「
な

に
わ
川
」、「
流
れ
川
」、「
艶
歌
川
」、

「
さ
だ
め
川
」、「
夜
の
川
」、「
加
茂

川
ブ
ル
ー
ス
」、「
冬
の
川
」、
最
近

で
は
、「
涙
は
キ
ラ
ン
の
泉
」
っ
て

曲
も
歌
っ
て
い
ま
す
。
水
辺
の
風
景

と
い
う
の
は
絵
に
な
り
ま
す
し
、
ド

ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
ん
で
す
よ
ね
。
中

で
も
印
象
深
い
の
は
川
内
康
範
先
生

作
詞
の「
別
れ
の
川
」と
い
う
曲
で
す
。

こ
の
曲
で
、
第
28
回
ゴ
ー
ル
デ
ン
ア

ロ
ー
賞
〝
特
別
賞
〞
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
あ
る
と
き
、
コ
ン
サ
ー
ト
に

川
内
先
生
が
聞
き
に
来
て
く
だ
さ
っ

て
楽
屋
を
訪
ね
て
く
だ
さ
っ
て
、
涙

し
い
と
の
願
い
、
思
い
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。「
憲
一
」
は
、
デ
ビ
ュ
ー

当
時
の
レ
コ
ー
ド
会
社
　
日
本
ク
ラ

ウ
ン
の
社
長 

有
田
一
壽
さ
ん 

と 

専

務 

伊
藤
正
憲
さ
ん
の
お
名
前
か
ら
一

文
字
ず
つ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
デ

ビ
ュ
ー
し
て
す
ぐ
に
は
ヒ
ッ
ト
曲
に

恵
ま
れ
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
、
名
前

負
け
し
て
い
る
と
か
よ
く
言
わ
れ
た

も
の
で
す
。

―

お
名
前
の
由
来
ど
お
り
、
長
く
美

し
く
、
芸
能
界
、
歌
謡
界
の
第
一
線

で
ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。
そ
れ

で
は
、
こ
れ
ま
で
「
水
」
に
ま
つ
わ

る
思
い
出
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
あ
り
ま

す
か
。

　
母
に
子
ど
も
の
頃
か
ら
水
を
沢
山

飲
み
な
さ
い
と
言
わ
れ
て
育
ち
ま
し

た
。
本
当
に
水
を
よ
く
飲
む
よ
う
に

し
つ
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
周
り
の

他
の
子
ど
も
た
ち
が
ジ
ュ
ー
ス
を
飲

ん
だ
り
お
菓
子
を
食
べ
た
り
し
て
い

て
も
、
私
は
よ
く
水
を
飲
ん
で
キ
ャ

ベ
ツ
を
食
べ
て
い
ま
し
た
。
ジ
ュ
ー

ス
や
お
菓
子
を
買
う
お
金
が
無
か
っ

た
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
よ（
笑
）。
だ

か
ら
今
で
も
、
お
水
と
野
菜
は
特
に

大
好
き
な
ん
で
す
。
身
体
に
沢
山
水

分
を
取
り
込
む
こ
と
は
健
康
に
よ
い

の
で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。
だ

か
ら
か
、
私
は
盲
腸
の
手
術
を
１
回

し
た
き
り
で
、
病
気
に
な
っ
た
こ
と

く
話
題
に
も
出
て
お
り
ま
し
た
。
訪

れ
る
と
都
会
で
は
体
感
で
き
な
い「
の

ん
び
り
、
ほ
っ
と
す
る
街
」
と
い
う

印
象
で
す
。「
富
士
山
に
行
っ
た
帰
り

は
裾
野
へ
」
っ
て
も
っ
と
宣
伝
さ
れ

た
方
が
い
い
で
す
よ
。
い
ろ
ん
な
街

の
移
り
変
り
は
あ
り
ま
す
が
、
無
理

し
て
都
会
的
に
な
る
必
要
は
な
い
な

と
思
い
ま
す
。
51
歳
の
若
さ
で
亡
く

な
っ
た
私
の
祖
父
は
、
横
山
大
観
の

弟
子
で
「
富
士
山
」
の
絵
も
描
い
て

い
ま
し
た
。
諏
訪
に
あ
る
私
の
菩
提

寺「
地
蔵
寺
」の
お
堂
の
中
に
は
、長
年
、

祖
父
の
描
い
た
「
富
士
山
」
の
絵
が

飾
ら
れ
て
い
ま
し
た
。今
は
巡
り
巡
っ

て
ご
住
職
の
ご
厚
意
で
、
そ
の
絵
は

我
が
家
の
仏
壇
の
横
に
飾
ら
れ
て
い

ま
す
。
で
す
か
ら
、
私
は
毎
日
「
富

士
山
」
の
絵
を
拝
ん
で
い
ま
す
。「
富

士
山
」
は
、
人
の
心
を
清
ら
か
に
穏

や
か
に
し
て
く
れ
る
存
在
で
す
。
だ

か
ら
、
毎
日
富
士
山
を
眺
め
る
こ
と

の
で
き
る
裾
野
の
方
々
は
、
清
ら
か

で
穏
や
か
な
人
が
多
い
の
で
は
な
い

で
す
か
。

―

こ
ん
に
ち
は
。
す
そ
の
ス
タ
イ
ル

の
取
材
を
ご
快
諾
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
美
川
さ
ん
に
お

目
に
掛
か
る
の
は
今
年
の
３
月
に
裾

野
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

た
音
楽
祭
の
と
き
以
来
で
す
ね
。

　「
す
そ
の
」。
も
う
何
度
も
訪
れ
て

い
る
大
好
き
な
街
の
ひ
と
つ
で
す
。

昔
か
ら
存
じ
て
お
り
ま
す
。「
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
ど
自
慢
」
に
２
回
ゲ
ス
ト
で
行

き
ま
し
た
し
、「
Ｂ
Ｓ
日
本
の
う
た
」

の
ゲ
ス
ト
出
演
し
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手
の
石
井
好
子

さ
ん
の
メ
モ
リ
ア
ル
音
楽
祭
に
も
こ

こ
数
年
は
毎
年
の
よ
う
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
て
、
７
回
く
ら
い

出
演
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
か
と

思
い
ま
す
。

―

美
川
さ
ん
と
裾
野
市
の
ご
縁
は
本

当
に
深
い
も
の
を
感
じ
ま
す
。
何
度

も
裾
野
に
お
越
し
い
た
だ
い
て
嬉
し

い
で
す
。

　「
す
そ
の
」
は
、
石
井
好
子
さ
ん
が

と
て
も
大
切
に
さ
れ
て
い
た
街
で
よ

髙村謙二裾野市長がその道の第一人者にインタビュー。
今回のテーマは「うるおい　水の恵み」です。

スペシャルインタビュー

美
川
憲
一
（
み
か
わ
け
ん
い
ち
）

１
９
６
４
年
に
大
映
ニ
ュ
ー
フ
ェ
イ
ス
に
合
格
し
、

翌
65
年
「
だ
け
ど
だ
け
ど
だ
け
ど
」
で
デ
ビ
ュ
ー
。

以
後
「
柳
ケ
瀬
ブ
ル
ー
ス
」「
さ
そ
り
座
の
女
」
等

の
数
々
の
ヒ
ッ
ト
曲
を
発
売
。
91
年
「
別
れ
の
川
」

で
第
28
回
ゴ
ー
ル
デ
ン
ア
ロ
ー
賞
を
受
賞
。Ｎ
Ｈ
Ｋ

「
紅
白
歌
合
戦
」
に
は
26
回
の
出
場
を
誇
り
、
豪

華
衣
装
も
注
目
さ
れ
る
。
テ
レ
ビ
や
ド
ラ
マ
、Ｃ
Ｍ

等
多
方
面
で
活
躍
。
２
０
１
４
年
、
歌
手
生
活
50

周
年
全
国
各
地
で
記
念
リ
サ
イ
タ
ル
や
座
長
公
演

「
美
川
憲
一
　お
だ
ま
り
劇
場
」を
開
催
。２
０
１
５
年
、

恒
例
と
な
っ
た
秋
の
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
シ
ャ
ン
ソ
ン
リ

サ
イ
タ
ル
は
16
年
目
と
な
る
。
故
淡
谷
の
り
子
、

故
石
井
好
子
ら
に
も
絶
賛
賞
賛
さ
れ
、
演
歌
、
歌

謡
曲
だ
け
で
は
な
く
シ
ャ
ン
ソ
ン
の
ト
ッ
プ
ス
タ
ー

歌
手
と
し
て
も
君
臨
。
芸
能
界
の
ご
意
見
番
と
し
て
、

幅
広
い
世
代
に
愛
さ
れ
て
い
る
。

美
川
憲
一

歌
手

夢
を
追
い
続
け
、
歌
い
続
け
た
い

頑
張
っ
て
努
力
し
て
手
が
届
く
、
そ
ん
な
夢
を
。

し
ぶ
と
く
生
き
な
き
ゃ
ダ
メ
よ
！

さ
ん
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４
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と
答
え
ま
す（
笑
）。
疲
れ
た
と
思
わ

な
い
か
ら
疲
れ
な
い
ん
で
す
。
よ
く

病
は
気
か
ら
っ
て
言
う
で
し
ょ
。
心

配
事
や
不
愉
快
な
こ
と
が
あ
る
と
、

病
気
に
な
り
や
す
い
し
ひ
ど
く
な
る
。

気
持
ち
を
明
る
く
持
っ
て
、
無
益
な

心
配
は
し
な
い
方
が
、
病
気
に
か
か

り
に
く
か
っ
た
り
、
病
気
が
治
り
や

す
か
っ
た
り
し
ま
す
、同
じ
な
ん
で
す
。

「
み
ず
み
ず
し
さ
」
と
は
違
う
か
も
し

れ
な
い
け
ど
、
私
は
派
手
な
衣
装
が

本
当
に
よ
く
似
合
う
の
よ（
笑
）。
こ

れ
が
、
ち
ょ
っ
と
歳
を
と
っ
て
き
た

か
ら
派
手
過
ぎ
る
か
し
ら
と
か
迷
い

が
出
て
、
一
瞬
で
も
心
に
隙
が
で
き

た
ら
そ
れ
は
負
け
。
衣
装
負
け
し
て

し
ま
う
の
。
思
い
込
み
、
強
い
信
念

を
持
つ
こ
と
は
大
事
な
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

―

歌
手
生
活
51
年
目
、
こ
れ
か
ら
の

と
、
ス
ッ
と
席
を
立
ち
あ
が
り
気
軽

に
応
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。「
断
る

よ
り
気
持
ち
よ
く
応
じ
る
方
が
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
消
化
し
な
い
し
、
み
ん
な

が
幸
せ
に
な
れ
る
で
し
ょ
、
ゴ
メ
ン

ナ
サ
イ
」
と
。
さ
ら
り
と
ま
た
取
材

に
戻
ら
れ
ま
し
た
。
ス
タ
ー
の
持
つ

独
特
の
強
さ
と
同
時
に
言
動
の
端
々

に
優
し
さ
と
気
遣
い
が
溢
れ
て
い
ま

し
た
。
教
え
て
い
た
だ
い
た
３
日
間

の
断
食
を
一
度
試
し
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
、
私
も
し
ぶ
と
く

市
民
の
た
め
市
政
に
ま
い
進
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
美
川
さ
ん
の
深
く
熟

成
さ
れ
た
素
晴
ら
し
い
歌
声
と
愛
情

あ
る
毒
舌
を
こ
れ
か
ら
も
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
！
感
謝
を
こ
め
て
。

は
私
」、「
美
川
は
美
川
」
で
１
０
０

歳
に
な
っ
て
も
元
気
で
歌
っ
て
い
た

い
と
思
い
ま
す
。

―

最
後
に
、
読
者
の
皆
さ
ん
へ
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
あ
れ
ば

　
ソ
ロ
コ
ン
サ
ー
ト
の
レ
パ
ー
ト

リ
ー
で
「
生
き
る
」
と
い
う
シ
ャ
ン

ソ
ン
を
大
切
に
歌
っ
て
い
ま
す
。
決

し
て
、
死
の
お
迎
え
の
曲
で
は
な
く
、

誰
も
が
い
つ
か
は
終
わ
り
が
や
っ
て

く
る
。
い
ろ
ん
な
生
き
方
が
あ
る
。

け
れ
ど
、
自
分
に
与
え
ら
れ
た
人
生

を
精
一
杯
全
う
し
よ
う
と
い
う
思
い

を
込
め
て
歌
っ
て
い
る
曲
な
ん
で
す
。

皆
様
の
心
に
ど
う
響
き
ま
す
か
。
是

非
、
一
度
お
聞
き
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
、
し
ぶ
と
く

生
き
な
き
ゃ
ダ
メ
よ
！

　
お
会
い
し
た
時
か
ら
す
ご
い
ス

タ
ー
オ
ー
ラ
を
漂
わ
せ
る
美
川
憲
一

さ
ん
。
お
土
産
で
「
裾
野
の
水
」
を

お
渡
し
す
る
と
「
ま
ろ
や
か
で
、
美

味
し
い
わ
ね
」
と
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
１

本
飲
み
ほ
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

常
に
サ
ー
ビ
ス
精
神
旺
盛
で
す
。
取

材
途
中
、
一
般
の
方
か
ら
話
し
掛
け

ら
れ
一
緒
に
写
真
撮
影
を
頼
ま
れ
る

夢
や
挑
戦
に
つ
い
て
。

　
昨
年
歌
手
生
活
50
周
年
の
節
目
を

迎
え
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
通
過
点

に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
い
ろ

ん
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。
夢
を
追
い
続
け
、

歌
い
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
大
そ

れ
た
不
可
能
な
夢
で
は
な
く
て
、
頑

張
っ
て
努
力
し
て
、
手
が
届
く
、
そ

ん
な
夢
を
追
い
続
け
た
い
と
思
い
ま

す
。
新
し
い
夢
に
出
会
う
こ
と
が
嬉

し
い
ん
で
す
。そ
れ
は
イ
コ
ー
ル「
何

事
も
あ
き
ら
め
ま
せ
ん
」
っ
て
こ
と

で
す
。
歌
手
で
す
か
ら
健
康
で
い
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
し
っ
か
り
と

声
を
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ボ
イ
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
も
通
っ
て

い
ま
す
が
、「
鍛
錬
」
と
「
努
力
」
で

皆
さ
ん
の
心
に
響
く
歌
を
届
け
た
い
。

こ
れ
か
ら
も
新
曲
を
出
し
ま
す
し
、

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
の
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク

シ
ャ
ン
ソ
ン
リ
サ
イ
タ
ル
も
開
催
し

ま
す
。
最
近
、「
ア
ド
バ
ン
ス
ト
・
ス

タ
イ
ル
」、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
住
む

62
歳
か
ら
95
歳
ま
で
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

を
楽
し
む
７
人
の
女
性
た
ち
の
姿
を

追
っ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
を

観
た
ん
で
す
。
刺
激
的
な
人
生
が
反

映
さ
れ
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
け
れ
ど
、

美
や
若
さ
に
固
執
せ
ず
自
分
の
ス
タ

イ
ル
を
確
立
す
る
７
人
そ
れ
ぞ
れ
の

姿
と
生
き
方
に
深
い
感
動
を
覚
え
ま

し
た
。彼
女
た
ち
の
よ
う
に
私
も「
私

�
ank you letter 
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Access

名古屋
Ｉ.Ｃ.

三ヶ日
JCT

浜松いなさ
JCT

長泉沼津
Ｉ.Ｃ.

静岡
Ｉ.Ｃ.

沼津
Ｉ.Ｃ.

裾野
Ｉ.Ｃ.

御殿場
JCT

東京
Ｉ.Ｃ.

新東名高速道路

東名高速道路

約90分

こだま約50分
ひかり約30分

約70分

こだま約30分
ひかり約20分

約55分 約5分

約15分 約20分

約120分

こだま約30分
ひかり約20分

こだま約60分
ひかり約45分

裾野市へのアクセス

名
古
屋

浜
　
松

静
　
岡 沼

津

御
殿
場

裾
　野

三
　
島

東
京

お車で

電車で

第４号のテーマは「うるおい 水の恵み」。
豊富な水資源はわたしたちの暮らしを支え、まちに大きなうるおいを与えてくれます。

水の恵みに感謝を込め「過去」、「今」、「未来」の視点から裾野の水にまつわるおはなしを特集しました。
掲載されていない情報はまだまだ沢山あります。

おいしい裾野の水を飲みながら、水にまつわるおはなしを周りのみなさんとされてはいかがですか。
お便り募集しています。
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